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１． はじめに 

 ホイ－ルトラッキング試験（以下，WT 試験）から得られる動的安定度は，材料特性のほかに温度，接地圧，タ

イヤのゴム硬度あるいは走行速度などの試験条件に大きく依存することが報告されている 1)．近年では，特殊な重

荷重車両が走行する舗装や走行速度の遅い車両が走行する舗装では，試験条件を変えて評価するケースがある 2)．

接地圧や走行回数を変化させた時の変形量と走行回数には一定の相関があると考えられるが，変形量の差を評価す

る動的安定度では変形量の大きさによる影響が考慮されない．そこで，本研究では，接地圧と走行速度に着目し，

混合物の変形量を変化させ，その時の変形量と走行回数の関係から接地圧と走行速度の両条件が与える影響度につ

いて数値化することを目的に検討した．本報では一連の試験結果について述べる． 

 

２． 評価方法 

接地圧と走行速度を変化させた条件にて WT 試験を行い，得られた変形

量とその走行回数について式（1）を用いて整理することにより，どの要因

が最も影響があるのかを比較した． 

表－1に設定した試験条件，図－1にストアスにおける走行回数と変形量

の関係を示す．標準条件である接地圧 0.63MPa，走行速度 42 回/min.での動

的安定度の評価には，走行時間 45 分と 60 分の変位量の差を用いる．本実

験は，変形量の差異も考慮するため 3.0，6.0，10.0mm にそれぞれ到達した

時の走行回数 1028，3485，7451 回を換算走行回数 N(0.63,42,60)の基準値とした．

次に，接地圧と走行速度の条件を変化させて試験を行い，設定した変形量に

達した時の走行回数 N(Pj,Vj,Tj)の実測値と，式（1）を用いて接地圧および走行

速度の影響度として a，b の値を算出した．走行回数に対する変形量の推移

は 3 回の測定値の平均とした． 
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N（0.63，42）：接地圧 0.63MPa かつ走行速度 42 回/min.の換算走行回数（回） 

Pj ,Vj，Tj ：接地圧（MPa），1 分間当たりの走行回数（回/min.），試験温度（°C） 

NPj,Vj,Tj ：ある変形量に到達した時の走行回数（回） 

a，b，c ：影響度 

 

３． 評価材料 

評価に用いた混合物の種類は密粒度アスファルト混合物

（13）とし，バインダとして針入度 60-80 のストレートア

スファルト（以下，ストアス）とポリマー改質アスファル

トⅡ型（以下，改質Ⅱ型）を用いた．表－2 に使用したアスファルトの性状値と混合物性状，表－3に骨材粒度を示

す．バインダ量はそれぞれのバインダを用いてマーシャル配合設計により 5.2%に設定した． 

キーワード アスファルト，流動変形，接地圧，走行速度 
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表－2 評価した材料の概要 

 

表－3 骨材粒度 

価した材料の概要 

 

表－1. 試験条件 

 
条件

ソリッドタイヤ

JIS　78（20°C）

試験温度 °C 60

接地圧 MPa 0.63, 0.75, 0.90

走行速度 回/min. 42, 21, 10.5

項目

タイヤ

ゴム硬度

図－1 走行回数と変形量の関係 

ふるい目 mm 26.5 19.0 13.2 4.75 2.36 0.6 0.3 0.15 0.075

設定粒度 % 100 100 99.8 61.4 42.0 24.0 15.2 7.9 5.9

標準粒度範囲 % 100 100
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ストアス 改質Ⅱ型

針入度(25℃) 1/10mm 62 41

軟化点 ℃ 46.5 57.5

伸度(15℃) cm 150+ 96

アスファルト量 %

空隙率 %

動的安定度 回/mm 875 6300

混合物の種類

混合物の概要

バインダ性状

項目

5.2

3.3
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４．評価結果 

４－１．走行速度と接地圧の影響について 

 図－2 にストアスにおける変形量が 10.0mm に達した時の接

地圧と走行回数の関係，図－3 に改質Ⅱ型における変形量が

2.0mm に達した時の接地圧と走行回数の関係を示す．ここで示

す通り，接地圧が高くなるあるいは走行速度が遅くなること

で，設定した変形量に到達した時の走行回数は少なくなること

が分かる．標準条件より接地圧を高く，かつ走行速度を遅くす

ると，速度の影響が小さくなる．さらに，標準条件から接地圧

または走行速度を変化させることで，走行回数が大きく異なる

ことが分かる．つまり，標準条件よりも接地圧を高くするある

いは走行速度を遅くするほど，他方の試験条件の変化に対する

影響が小さくなる． 

 

４－２．実測値と計算値の比較 

図-1に示す各試験条件におけるストアスの試験結果と式（1）

を用いて，接地圧と走行速度の影響度 a，b を求めた．その結

果，a は 5.0，b は-1.02 であった．得られた影響度の値を用い

て，改質Ⅱ型の混合物について，標準条件で走行回数 1350，

3267，9162 回に相当する変形量 1.2，1.5，2.0mm に到達した時

の走行回数の実測値と計算値を比較した． 

 図－4 に，各変形量に達する走行回数の計算値と実測値の関

係を示す．標準条件では実測値と計算値が等しくなるため，プ

ロットから除いて相関を評価した．変形量は，ストアスでは 3.0，

6.0，10.0mm，改質Ⅱ型では 1.2，1.5，2.0mm に設定した．スト

アスと改質Ⅱ型を合わせた近似直線の決定係数は 0.844 とな

り，高い相関が見られた．また，改質Ⅱ型は計算値よりも実測

値が小さくなる傾向であったことから，a，b の値はストアスと

比べて改質Ⅱ型は小さくなる．つまり，ストアスに対して改質

Ⅱ型は接地圧と走行速度の影響は小さいと考えられる． 

 

５．まとめ 

 本検討により得られた知見を以下に示す． 

・ 接地圧と走行速度を変化させ，式（1）の換算輪数に適合す

る影響度を求めた結果，接地圧の影響度 a は 5.0，走行速度の影響

度 b は-1.20 であった． 

・ 走行速度より接地圧の方が，負荷を増加させた時の変形に与える影響が大きいことが示唆された． 

・ 今回の試験条件では，改質Ⅱ型はストアスよりも接地圧と走行速度の影響度が小さい値と考えられる． 
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図－2 接地圧と走行回数の関係（ストアス） 

図－3 接地圧と走行回数の関係（改質Ⅱ型） 

図－4 計算値と実測値の関係 
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